
平成29年度京都府オリンピック・パラリンピック教育推進事業 

第30回京都府立高等学校体育系研究発表会 
 

 

京都府立高校の体育系（スポーツ健康科学科、普通科スポーツ総合専攻）設置校 6校（乙訓・洛

北・鳥羽・久御山・西城陽・綾部）が合同で研究発表会を行いました。 

各校の代表グループは大変レベルの高い研究内容でした。 

 

（１）「肩関節の柔軟性と腕振り速度が及ぼす球速との関係性」 

               末崎 圭亮・高木 優雅・富山 太樹 （乙訓高校） 

 

（２）「競技力を高めるためのクラブノート」 

            山路 萌永 （鳥羽高校） 

 

（３）「スポーツビジョンと球技の関係」 

                   川本 雄陸・穂住 俊輝 （綾部高校） 

 

（４）「京都でハンドボールを人気にするには」 

           菊池 栞奈・山本 春花 （洛北高校） 

 

（５）「目線の意識が及ぼす記録への影響」 

           山下 紗稀子 （西城陽高校） 

 

（６）「競技力と練習時の疲労度との関係」 

           北澤 涼雅 （久御山高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会行事１】                【開会行事２】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乙訓高校の研究発表１】           【乙訓高校の研究発表２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乙訓高校の研究発表３】           【乙訓高校の研究発表４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各校のオリパラ教育事業のパネル展示】     【竹田正樹教授（同志社大学）からの講評】 


